




話の充電程度だったりしても、大変感謝されました。こうした
経験も、今後の研究に活かしていきたいと思っています。
　エネルギー問題は、もっとエネルギーが必要だ、エネルギー
が足りない、という観点から語られがちです。しかし以上のよ
うに、市民の皆さんには、エネルギーを作り出す仕組みの開発
だけでなく、電氣を貯める仕組みや効率的に使う仕組みの開発、
そして建物や地域全体でそれを進める仕組みの開発にも目を向
けていただきたいと思います。また、エネルギーを節約しよう
というかけ声を否定はしませんが、それが度を超して、生活や
業務に支障を来すようになっては本末転倒です。エネルギーの
消費を抑えながら、健康を保ち、仕事が進む環境を実現するに
はどうしたらよいか、と考えるべきではないしょうか。
　一つの研究開発だけで地球上のエネルギー問題が全て解決す
ることはありえませんし、他の国との競争も協調も避けられま
せん。世界的な視野で考えると、日本はエネルギー開発だけで
なく、エネルギーの生産から消費までを効率的にコントロール
する仕組み作りに、もっと力を入れるべきでしょう。具体的に
は、再生可能エネルギーを活用して、可能な限り「エネルギー
の地産地消」を実現するという方向性です。そして将来的には、
その仕組みや「人にも自然にも優しいまちづくり」そのものを
輸出することを目指すべきだと、私は考えています。

（取材＝2013年2月22日／東北大学大学院 環境科学研究科 本館2階 研究科長室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「未来」の社会を考えたときに、エネルギー問題は避けて通れません。安全で安定的なエネルギー源を得ることは
できるのだろうか、暮らしの中でエネルギーの使い方を見直す必要はないだろうか、等々、なかなか容易ではない
問題に思えます。「次世代エネルギー研究開発プロジェクト」の代表である東北大学大学院環境科学研究科長・
田路和幸先生にプロジェクトの研究内容を通じて、エネルギー問題全般にわたるお話をお聴きしました。

未来のエネルギーの開発は東北から
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2013年5月31日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　東北大学大学院環境科学研究科を象徴する木造校舎の名称は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。稲垣忠先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。稲垣忠先生の記事もご覧ください。

エネルギーの未来形を大学の建物で実用化
　私の本来の専門は、原子や分子レベルでの素材の開発と評価で
す。皆さんがお使いの携帯電話やノートパソコンには、小型で軽
い「リチウムイオン二次電池」と呼ばれる蓄電池が入っています
が、その負極に使われる材料などの研究開発を行なってきました。
　リチウムイオン二次電池は現在、電氣自動車の動力源として
も実用化され、走行時に二酸化炭素を排出しないことなどから、
環境に優しい車として普及しつつあります。私自身も素材や蓄
電池にとどまらず、現在はより広く、その事業化や総合的なエ
ネルギー供給システムの開発に関わるようになりました。
　隣にある「エコラボ」という木造二階建ての校舎は、人にも
環境にも優しい未来の建物を、具体的な形にした先進的な例で
す。2010 年に、主に東北大学の所有地内の杉の無垢材を使っ
て建てられました。自然な採光や空氣の循環を考えて設計され、
そこに太陽光発電をはじめとする、再生可能エネルギーのシス
テムが組み込まれています。そのため一昨年の東日本大震災
の際は、外部からの電氣の供給が止まっていた間も、この建
物で停電はありませんでした。
　その成果を活かし、今もっとも先端的なエネルギーシステム
の実証実験を行なっているのが、実はこの環境科学研究科の本
館です。屋上には最大出力 60 kW の太陽光パネルがあって、
全館に電氣を供給しています。この部屋の照明も、全て太陽光
でまかなわれているのです。太陽光だけでは安定した電力が供
給できないため、一般的な太陽光発電は「足りないときは電氣
事業者から買い、余ったときは貯める」という仕組みになって
います。この建物も東北電力と契約していますが、大型で高性
能の蓄電池で安定化させ、非常時用の電氣は蓄電しますが、エ
ネルギーマネジメントシステムが電氣を余らないように配電す
るため非常に効率的です。

　また、照明を消費電力の少ない LED にしたり、使わない機
器の電源を切ったりするだけではなく、先進的な省エネルギー
技術も実用化しました。太陽光で作った直流の電氣を、そのま
ま直流型の LED 照明などで使うことで、交流から直流に変化
するときに失われるエネルギーを最小限に抑えているのです。
　電氣事業者の送電は、電圧が周期的に変化する交流で行なわ
れています。電化製品もかつては全てが交流型でしたが、デジ
タル機器は電圧が一定である直流で作動します。現在では電化
製品の多くにコンピュータが組み込まれているため、交流を直
流に変換する際にエネルギーの一部が失われているのです。太
陽光発電で得られるのは直流ですから、この建物内に 1,000
本近く利用している蛍光灯を直流型の LED 照明に変えること
で、効率を最大限追求することができました。
　他にもこの建物では、電氣の安定供給を制御するエネルギーマ
ネジメントシステムや、太陽光で作った電氣を電氣自動車で利用
するためのスタンドなどたくさんの先端技術が稼働しています。

藻を下水処理場で育ててエネルギーを作る
　震災から復興しつつある地域社会のために、東北大学は多く
の支援策を掲げ、推進しています。私が代表を務める「次世代
エネルギー研究開発プロジェクト」もその一つです。新しいエ
ネルギー管理システムを被災地で開発しようというもので、他
大学や被災自治体と連携して進めている大きなプロジェクトで
す。昨年の 7 月、復興庁と文部科学省の「東北復興のための
クリーンエネルギー研究開発推進事業」への採択が決まり、年
8 億円の事業費を 5 年間受けられることになりました。
　プロジェクトには 3 つの研究テーマがあります。その 1 つ
目は、東京大学が塩竈市と岩手県の久慈市と組んで進めている、
波力や潮力を活用した海洋再生可能エネルギーの開発です。
　2 つ目が、東北大学と筑波大学、そして仙台市が取り組んで
いる、微細藻類のエネルギー利用です。藻類の中には、生命活
動にともなってオイルを作り出すものがあります。これを育て、
取り出したオイルを原油に代わるエネルギー源にしようという
研究です。この研究には、二酸化炭素を吸収した藻から得られ
るオイルを使うことで、原油の輸入を減らして環境負荷を低減
させるなどの狙いがあります。しかし今回は特に、仙台市で行
なわれている下水処理と組み合わせるシステムの開発に期待が
寄せられています。
　「南蒲生浄化センター」では、仙台市の下水処理の約 7 割を担っ

ています。震災の津波で被災し、処理能力が大幅に低下したこ
とは、皆さんの記憶にも新しいでしょう。下水に含まれる有機
物は、そのまま海に排出すると環境に大きな悪影響を及ぼすた
め、センターでは細菌で有機物を分解したり、多大なエネルギー
を使って下水から分離した汚泥を焼却処理したりしています。
　ところがこの下水中の有機物を、オイルを生み出す微細藻類
の栄養源にすることができるのです。処理にかかるコストやエ
ネルギーを減らしながら、新たなエネルギーを生産するという
システムで、関連産業の振興にもつながります。これまでも筑
波大学を中心に基礎的な研究が進められてきましたが、このプ
ロジェクトでは実験室内での研究だけでなく、屋外に施設を建
設し、実際のエネルギー効率を明らかにする予定です。

エネルギーの生産から消費までを総合的に研究
　プロジェクトの 3 つ目の研究テーマは「都市の総合的なエ
ネルギー管理システムの構築」です。大崎市、石巻市を主な
フィールドとして、私たち環境科学研究科を含む東北大学、石
巻専修大学、岩手大学、秋田県立大学という東北地方の 4 大学、
そして東京大学が研究を進めています。
　自然が豊かな大崎市と石巻市は生物に由来するバイオマスエ
ネルギーに恵まれており、加えて大崎市には鳴子温泉もありま
す。再生可能エネルギーの研究開発の適地に他なりません。ま
たエネルギー消費については、例えば大量のガソリンを使う漁
船にハイブリッド車の原理を応用することで、省エネルギーと
コストダウンを実現する試みなどが考えられています。
　さらにはこれまでのような建物単位を超えて、地域全体のエ
ネルギーを制御するシステムを導入する実証実験も行なう予定
です。具体的には、渋滞を減らしたりバスの運行を効率的にす
るなどして人と車の移動に使われるエネルギーの消費を抑えた
り、電氣自動車が普及しやすい環境を整えたりすることになり
ます。大崎市と石巻市は、「人にも自然にも優しいまちづくり」
の先進モデルになることでしょう。
　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故を経験
した私たちは、次世代エネルギーの研究開発を、これまで以上
に強く推進しなければなりません。私が震災直後に石巻の避難
所に出向いた時は、ガソリンの発電機はあったものの、燃料の
調達は困難でした。また音がうるさいために、夜間は運転を止
めていたのです。太陽光パネルや蓄電池を設置したところ、小
さい出力でしたが、トイレと周辺だけの照明だったり、携帯電

東北大学大学院　環境科学研究科　研究科長・教授
専攻＝環境科学

田路　和幸 先生
《プロフィール》　（とうじ・かずゆき）1953 年兵庫県生まれ。学習院大学理学部卒業。
学習院大学大学院自然科学研究科修了。理学博士。文部科学省岡崎国立共同研究機構分
子科学研究所勤務、東北大学大学院工学研究科助教授、教授を経て、同環境科学研究科
教授。2010年より研究科長。エコラボ外観



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

4
APR

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

5
MAY

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索

4月24日（水）市民公開講座 No.265「世界の建築耐震史における日本と中国の
建築耐震～なぜ、イタリアの地震学者が実刑になったのか？～」
講　師　薛　松濤（東北工業大学工学部建築学科教授）

東北工業大学一番町ロビー

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp

場　所

主催者

URL

問合先

4月27日（土）～6月16日（日）特別展「美しき東北の街並み～鳥
のまなざし 吉田初三郎の世界～」

東北歴史博物館

9:30

▲

17:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp

場　所

主催者

URL

問合先

4月28日（日）特別展「美しき東北の街並み～鳥のまな
ざし 吉田初三郎の世界～」　展示解説

東北歴史博物館　特別展示室

11:00

▲

12:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp

場　所

主催者

URL

問合先

5月  3日（金）企画展　仙台の遺跡（2）「名取川と広瀬川ぞいの横穴
墓－黄泉国からのメッセージ－」ギャラリートーク
講　師　地底の森ミュージアム学芸室長

地底の森ミュージアム　企画展示室

14:00

▲

15:00

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

5月11日（土）企画展関連講座「だれのお墓？―横穴墓
に葬られた人々―」
講　師　仙台市教育委員会文化財課職員

地底の森ミュージアム　研修室 60 名（中学生以上）

13:30

▲

15:30

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月12日（日）特別展「美しき東北の街並み～鳥のまな
ざし 吉田初三郎の世界～」　展示解説

東北歴史博物館　特別展示室

11:00

▲

12:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp

場　所

主催者

URL

問合先

5月15日（水）国宝・大崎八幡宮『仙台・江戸学』
第 7 期「菅江真澄の見た仙台」
講　師　細川　純子（宮城学院女子大学非常勤講師）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』　実行委員会
http://www.okos.co.jp/oosaki/edogaku/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月18日（土）市民公開講座「日本の覚悟―危機の時代
と『決断する医療人』―」
講　師　柳田　邦男（ノンフィクション作家）

仙台国際センター　大ホール

14:30

▲

15:30

Tel 050-3386-0564日本プライマリ・ケア連合学会
http://www.c-linkage.co.jp/jpca2013/

場　所

主催者 問合先

5月18日（土）「生を癒す、死を癒す　かけがえのない人
生を見つめて」
講　師　上田　紀行（東京工業大学リベラルアーツセンター教授）

勝山館

16:00

▲

Tel 022-717-8181東北大学艮陵同窓会
平成 25 年度 東北大学艮陵同窓会特別講演

場　所

主催者

備　考

問合先

5月24日（金）市民公開講座 No.268「 暮らしの中のリスクと
対処法 　～雨が降りそうなときは傘を持って～」
講　師　土田　義憲（東北工業大学ライフデザイン学部経営コミュニケーション学科教授）

東北工業大学一番町ロビー

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp

場　所

主催者

URL

問合先

5月26日（日）～7月15日（月）特別展「ゴッホ展　空白のパリ
時代を追う」

宮城県美術館

9:30

▲

17:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館　他
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

4月20日（土）まちなか美術講座「絵本原画の世界へ」

講　師　宮坂　敦子（宮城県美術館学芸員）
東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール

13:00

▲

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

4月20日（土）アースデー　おもしろサイエンス講演会「寒い冬や暑い
夏にどうしてなるの？－気候変動における海の重要性－」
講　師　花輪　公雄（東北大学大学院理学研究科教授）

仙台市天文台

14:00

▲

15:30

Tel 022-391-1300仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp

場　所

主催者

URL

問合先

4月26日（金）市民公開講座 No.266「クリエイティブ
デザイン学科ギャラリートーク」

東北工業大学一番町ロビー

16:00

▲

17:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp

場　所

主催者

URL

問合先

4月27日（土）市民公開講座「一病息災、百まで元氣 
～これからの健康社会を考える～」
講　師　吉永　馨（NPO 法人仙台敬老奉仕会・東北大学名誉教授）他

仙台国際センター　第 1 会場（大ホール）

1,000 名

14:30

▲

16:30

Tel 03-5216-5318
認定 NPO 法人 日本ホルモンステーション・一般社団法人 日本内分泌学会・第 86 回日本内分泌学会学術総会
http://www.congre.co.jp/endo86/

場　所

共　催

URL

問合先

定　員

4月26日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 91 回：人は分子の集合体か？
～遺伝・環境・社会的要因のすべてを考慮した全人的医療～
講　師　栗山　進一（東北大学災害科学国際研究所／大学院医学系研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp

場　所

主催者 問合先

URL URL

5月19日（日）市民公開講座「突破する力」

講　師　伊藤　智也（ロンドンパラリンピック・銀メダリスト）
仙台国際センター　大ホール

11:00

▲

12:00

Tel 050-3386-0564日本プライマリ・ケア連合学会
http://www.c-linkage.co.jp/jpca2013/

場　所

主催者

URL

問合先

5月22日（水）市民公開講座 No.267「今後のエネルギー
政策と経済成長 」
講　師　小祝　慶紀（東北工業大学工学部環境エネルギー学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp

場　所

主催者

URL

問合先

4月27日（土）仙台藩志会公開歴史講座　伊達学塾
「鎮守の杜と日本人の心の原風景」

講　師　伊達　宗弘（仙台大学客員教授・宮城県図書館顧問）
仙台市戦災復興記念館　5 階会議室

14:00

▲

Tel 022-392-7729仙台藩志会
場　所

主催者 問合先

参加資料代：700 円備　考

4月28日（日）ミニ企画展「縄文人のくらしと道具～弓矢や土
器が使われはじめた頃～」ギャラリートーク

仙台市縄文の森広場

11:00

▲

11:30

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
5 月 12 日（日）、6 月 9 日（日）にも開催

場　所

主催者

備　考

問合先

「まなびのめ」第19号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　東北大学による震災データのアーカイブプロジェクトの名称は？
答え　みちのく震録伝

Q.2　平川先生が訴える防災のために一番大切なことは？
答え　とにかく逃げること

第19号

クイズの正解発表！！

第 19 号にもたくさんの
おたよりが届いていま
す。ほんの一部をご紹介。

読者の声 読者の声

「参加体験記」「参加体験記」募集中！募集中！参加体験記

読者の皆様が参加された「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
◎投稿先「まなびのめ」編集部　はがき・FAX・E-mailにて受付。
   Webからも応募できます。
◎採用させていただいた方に粗品を進呈いたします。
　※なお、採用の可否は編集部に一任いただきます。

粗
品

進
呈

「学び」イベントに行ってきました

　展示を見に行くまでは「複製画の展示か、本物ではないんだ
なあ…」程度の印象を持っていましたが、実際に行ってみると、
これらが単なる複製画ではなく、新しい価値を持ったものだと
いうことが解りました。「リ・クリエイト作品」と呼ばれるこ
れらは、デジタル画像技術によって350年間で経年劣化した
部分を再生し、当時の色鮮やかさを甦らせて高精細に印刷され
ているそうです。複製画のほうがより（当時の）本物に近いと
いうのは不思議な感じがしますが、フェルメール作品に映える
瑞々しい色はとても魅力的なものでした。また、「37点全ての
作品を一堂に集めるのは困難だがデジタルならそれが可能にな
る」とのこと。「本物を見に行った」のではないけれども、現
代だからこそできる新しい展示の形を体感できた週末でした。�
� （AY）

　「まなびのめ」第 19号で、所長の平川新先生の公開取材記
事を掲載させていただいたので、東北大学災害科学国際研究所
主催のこの大イベントでも、ぜひ「まなびのめ」を参加者に配っ
ていただきたい、とお願いしたところ、担当の柴山明寛先生に
もご快諾いただき、多くの方の手に「まなびのめ」が渡ること
になりました。
　イベント自体もとても興味をひかれるものでしたので、参加
申し込みをして、当日会場へ。あいにくの天候の中、多くの参
加者がつどいました。
　冒頭、今村先生からこの 2年間の調査・研究をもとにした
講演と、柴山先生から東日本大震災に関するアーカイブプロ
ジェクト「みちのく震録伝」のとりくみ、今後の「かたりべ育
成」プロジェクトの紹介など、きっちりと学術的なお話もあり
ましたが、あえてそこは短時間で、という様相。その後の合唱
（仙台南高校合唱部＋OB/OG）、山元町で被災した早坂文明住
職（曹洞宗・徳泉寺、徳本寺）の法話、そしてメインイベント・
竹下景子さんによる被災者体験談の朗読にたっぷりと時間をか
けた内容です。
　合唱も、法話も、チェロとピアノの生演奏と相まった朗読も、
その全てがホントに心に響くものでした。なんとなく2年経っ
てしまい忘れかけていた当時の氣持ち、今になって初めて知る
被災地の現状など、様々なこと、想いが、頭と胸を巡ります。
講義・講演で「大事なこと」を知識として得ることも大切です
が、感性・感情が揺さぶられることも、「忘れない」ためには
とても重要に思えます。先生方の想いも、表面的に調査・研究
の成果を市民に伝えればいい、ということではなく、今回のこ
とをしっかりと教訓化し、学術的な裏付けをもってかたりつぎ、
避けては通れない「次の自然災害」に際して犠牲者を出さない
ように、という切なる願いなのだと強く感じられました。
　「学術の世界と市民をつなぐ」には、このような「総合芸術」
ともいえる伝え方が大いに有用と思えました。「まなびのめ」
Live 版でも参考にしたいなあ、などと思いつつ、心地よい夕
べを味わうことができました。ありがとうございます。
� （「まなびのめ」編集長　川又進）

　■ フェルメール光の王国展 in SENDAI
（監修：福岡伸一 氏（分子生物学者））

■かたりつぎ　竹下景子 朗読と音楽の夕べ
講師　東北大学災害科学国際研究所副所長・教授　今村　文彦　氏　他

開催日時：2013年 2月 13日（水）～ 3月 11日（月）　さくら野百貨店 8F

2013 年 3月 1日（金）17 :30 ～ 20 :10　　東北大学川内萩ホール

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）

第20号・春／「桃」（momo）

第19号　シリーズ「東日本大震災」【2】―大震災に迫る―

　最近でも、時々当時のメールのやりとりや、ツイッターでのつぶやき
を振り返る機会があります。被害状況だけでなく、そういった情報の流
れをもまとめていくことで、これからの防災を考える切っ掛けになると
思います。過去の歴史資料と現代の資料の歴史資料化とを融合させるこ
とで、未来の災害に備えることができるのだと感じました。
� （仙台市青葉区・32歳　男性）

　東日本大震災を教訓に、防災・減災の研究成果が確立し、二度と起き
ないように願っています。各イベント、是非に参加してみたいです。
ちょっと楽しみです。� （仙台市太白区・56歳　女性）

　「学びの庭におじゃまします」を読み、文理での防災研究、意外だっ
た平川先生の歴史、「慶長奥州津波」を知り、とても勉強になりました。
今後も、「まなびのめ」らしさを期待しています。
� （石巻市・35歳　男性）

　平川先生のお話は大変興味深かったと思います。震災を経験した人な
ら、あの日のことや、これからのことにアンテナが行くと思います。今
後は、イベント紹介ページにあるイベントに参加して、専門家のお話を
幅広く聞いてみたいと思いました。� （仙台市太白区・41歳　女性）

　勤め人から学者になったという経歴、日本史に関する研究だけでも出
色のものなのに、学際的なプロジェクトを組み、研究を社会に役立てた
功績は、並みのものではないでしょう。歴史、特に日本史には、暗く閉
ざされたイメージが強く、手が出しづらい分野でしたが、平川先生の著
書はぜひ読んでみたいです。� （仙台市青葉区・24歳　男性）

　今後の災害に備えるために、文系と理系の皆さんが力を合わせて、日々
努力を重ねていることがよくわかりました。�（仙台市青葉区・41歳　女性）

　東日本大震災から 2年を迎えようとしておりますが、いまだに余震
が収まらず、毎日のようにどこかで発生したニュースが流れています。
大きな被害から逃れるためには、どうすればよいか、あらためて考えさ
せられ、その備えの大事さを実感させられました。ありがとう。
� （仙台市宮城野区・84歳　男性）

　防災の方法は住んでいる地域や地形、地盤などによって違ってくるの
でマップを作成するのも大変ですね。地盤等は昔から変わらないはずな
ので、歴史を紐解くのはとても意義があると思います。
� （仙台市泉区・41歳　男性）

　震災を終わったものと考えず、次にまた同じような二次災害がおこらない
ようにする対策について考えさせられました。�（仙台市泉区・14歳　女性）

　イズミティ21の小ホールに当日行くつもりでいましたが、急遽の都合
で参加できずに残念と思っておりましたら、このような記事にまとめてい
ただき、出席したような臨場感に浸りました。� （大崎市・64歳　男性）

その他のおたよりはWeb 版でご覧いただけます。


